





























































































































































































の世界でよく用いられる言葉ですが、「One for all, 
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京都大学 化学研究所 助手 1989年～








































































































































































京都大学 化学研究所 助手 1989年～





































































































































































































京都大学 大学院薬学研究科 博士後期課程 
　　　　　　　　　　　　　1998年研究指導認定退学
奈良先端科学技術大学院大学 物質科学教育研究センター
　　　　　　　　　　   CREST 博士研究員 1998～1999年






大阪大学 大学院基礎工学研究科 博士後期課程 1998年修了
大阪大学 大学院基礎工学研究科 助手 1998～2008年

























岐阜大学 大学院工学研究科 博士後期課程 2006 年修了
京都大学 化学研究所 バイオインフォマティクスセンター
































































東京大学 大学院工学系研究科 博士課程 1999 年修了
京都大学 化学研究所 博士研究員 1999～2003年




















京都大学 大学院理学研究科 博士後期課程 2008 年修了
略歴
特定助教　畝山 多加志 特定助教　中島 裕美子
平成20年4月１日採用
東京工業大学 大学院理工学研究科 博士後期課程 2005年修了





































































Fellow, The Max-Planck-Institute of Terrestrial 
Microbiology, Marburg, Germany 
勤務先
環境物質化学研究系 分子微生物科学    My research topics are radical enzymes and bioenergetics of anaerobic 
bacteria, as are clostridia and fusobacteria. In the absence of oxygen many 
reactions with unprecedented chemistry can occur, especially radical 
dehydrations involved in amino acid fermentations. The bioenergetics are 
of interest, since anaerobes are able to conserve energy via hitherto 
unknown mechanisms. It is a great honor for me to be invited to the famous 
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Associate Professor, School of Chemical and Biological 
Engineering, Seoul National University
勤務先
  Our research is oriented toward the investigation of the flow 
properties of complex and microstructured materials and their flow 
behavior in complex geometries. Some of our researches are closely 
related with and supported from the industry. Research area includes 
simulation and modeling, nonlinear rheology, microfluidics and 
microrheology, nanorheology, and IT rheology. International 
collaboration is another key word. I hope to expand collaboration 
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  京都大学 名誉教授　井上　信
（元 原子核科学研究施設 教授）
京大サイクロトロンの一生































































































































































































































  京都大学 名誉教授　井上　信
（元 原子核科学研究施設 教授）
京大サイクロトロンの一生















































































































































































〒611-0011 京都府宇治市五ヶ庄  京都大学化学研究所 担当事務室内
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for
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れた。　　　　（バイオインフォマティクスセンター 生命知識システム  教授：金久  實）








































　　　（化学研究所 特任研究員 [京都大学 次世代開拓研究ユニット 特任助教]：田嶋 智之）
京都大学 ローム記念館2008年6月6日













   18,500阿久津 達也
生物情報ネットワークの構造および動的挙動
の数理解析





  8,900中村 正治
金属複合系反応剤の設計と反応開発
   10,200小澤 文幸
遷移金属／典型元素相乗系錯体の創製と機能
   7,300山子　 茂
高周期ヘテロ元素の相乗効果を利用したラジ
カル反応の高次制御
   5,400渡辺　 宏
相分離過程における構造成長ダイナミクスと
絡み合いダイナミクスのカップリング
   3,500東　 正樹
電荷秩序・電荷不均化系における異常磁気伝
導
   2,500二木 史朗
細胞内可視化・ハイスループット検出系創出
のための効率的細胞導入法
   14,400小野 輝男
スピン流による磁気構造のナノスケール制御
   3,700小野 輝男
スピン流と電子物性調整班
   1,600若井 千尋
NM R及びM Dシミュレーションによるイオン液
体の液体構造と反応の解析




















   4,400






   8,000松田 一成
カーボンナノチューブにおけるコヒーレント
量子光制御
   12,000増渕 雄一
分岐高分子の新規分子モデル
   9,000岡﨑 雅明
多金属骨格の特性に基づく機能性分子の創製
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   7,300小澤 文幸
π共役系高分子の精密合成を志向したクロス
カップリング反応の研究　　　　　　　　　




    （B）
基盤研究
    （C）
   1,000西田 幸次
メゾ相を経由する高分子結晶化による高次構
造制御
   1,500































   7,000
   8,900
7,500
6,600
   13,000
   7,300
   8,900
   7,900
 23,900
   2,600




   2,800
   7,300辻井 敬亘
助教授
172,100小　　計 21件
   1,700畠山 琢次
フッ化物イオンとカルベン配位子によるクロ
スカップリング反応の協奏制御
   1,900岡﨑 雅明
酸化還元活性な四鉄－四炭素骨格を用いた新
機軸触媒設計
   1,500村田 靖次郎
内包された小分子によるフラーレンπ共役系
の物性制御
   1,300松林 伸幸
溶液理論と分子シミュレーションの融合によ
る機能性分子の膜結合の分子論的解析
   1,700松田 一成
ナノプラズモニクスによる カーボンナノ
チューブの新規光機能性の発現
   1,700青山 卓史
土壌環境条件から根毛形態制御に至るシグナ
ル伝達機構
   4,700梅田 真郷
リン脂質フリッパーゼを介する「脂質場」の
形成とその細胞骨格制御における役割












    （A）
   9,600岩下 芳久
超強力永久磁石の開発とその応用、特にリニ
アーコライダーと中性子光学への新展開　　










   5,900二木 史朗
膜透過ペプチドの細胞移行のケミカルバイオ
ロジー











    （B）
   3,200中原 　勝
生体膜の物質輸送・分配に関する動的多核
NMR法による研究　　
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  7,100村田 靖次郎





































































    （S）
7,600小　　計 5件
  22,500小野 輝男
電流誘起スピンダイナミクスとスピン能動素
子への展開



























  1,350下川 浩輝
新規のオルガネラ選択性を有する蛍光色素の
開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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   900ナノ強磁性細線における磁壁の電流駆動の研究
   900本多　 渉
ヒト免疫系の進化と自己免疫疾患の関連の解
析






    
16,700小　　計 20件
谷川 博信
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   1,100SONG, J.
熱ショックタンパク質解析のための機械学習
手法
   1,100DIEZ RUIZ,D.
遺伝子発現情報を用いたマラリアの病原性に
関する研究


































































独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 辻井 敬亘
高イオン伝導ネットワークチャンネルによる
安全なリチウムイオン二次電池の研究開発 教授
独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 小野 輝男
スピントロニクス不揮発性機能技術プロジェクト 教授
独立行政法人 科学技術振興機構 金久　 實
ゲノムと環境の統合解析による生命システムの機能解読 教授




独立行政法人 科学技術振興機構 村田 靖次郎
分子手術法による新規内包フラーレン類合成と機能開発 准教授
独立行政法人 科学技術振興機構 高谷　 光
メタル化ペプチドを用いる金属の組成・配列・空間配置
制御と異種金属集積型分子デバイスの創製 准教授
独立行政法人 科学技術振興機構 増渕 雄一
高分子シミュレータの開発および他階層との連結法の開発 准教授
独立行政法人 科学技術振興機構 池ノ内 順一
細胞の極性形成に関わる膜ドメインの形成・維持機構の解明准教授
独立行政法人 科学技術振興機構 今西 未来
新規時計関連タンパク質の探索法の開発 助教





























住友ゴム工業 株式会社 研究開発本部 
奨学寄附金（平成20年1～5月採択分 財団等よりの競争的研究資金）




財団法人 テレコム先端技術研究支援センター 小林 研介
研究助成（材料機能化学研究系 ナノスピントロニクス） 准教授
財団法人 長瀬科学技術振興財団 山子　 茂
研究助成（材料機能化学研究系 高分子制御合成） 教授
金光 義彦
財団法人 上原記念生命科学財団 滝田　 良
「不活性化合物を基質とする触媒反応の開発」に対する研究助成 助教
財団法人 池谷科学技術振興財団 松田 一成
光プロービングを用いた単一カーボンナノチューブの
量子干渉効果の解明とその応用 准教授
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亜鉛フィンガーを利用した人工転写因子の創
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   1,900中村 泰之
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住友ゴム工業 株式会社 研究開発本部 
奨学寄附金（平成20年1～5月採択分 財団等よりの競争的研究資金）




財団法人 テレコム先端技術研究支援センター 小林 研介
研究助成（材料機能化学研究系 ナノスピントロニクス） 准教授
財団法人 長瀬科学技術振興財団 山子　 茂
研究助成（材料機能化学研究系 高分子制御合成） 教授
金光 義彦
財団法人 上原記念生命科学財団 滝田　 良
「不活性化合物を基質とする触媒反応の開発」に対する研究助成 助教
財団法人 池谷科学技術振興財団 松田 一成
光プロービングを用いた単一カーボンナノチューブの
量子干渉効果の解明とその応用 准教授
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   1,700






















   1,800今西 未来
亜鉛フィンガーを利用した人工転写因子の創
製と人工遺伝子回路形成への展開　
   1,900中村 泰之
高周期15・16族原子ラジカルの同定と反応性
解明の基礎研究　　　

















  1,350下川 浩輝
新規のオルガネラ選択性を有する蛍光色素の
開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　






   3,000孤立単層カーボンナノチューブの光デバイス応用に向けた形態制御直接合成と光物性解明 宮内 雄平
財団法人 池谷科学技術振興財団 時田 茂樹
フェムト秒領域の材料構造ダイナミクス解析 助教
財団法人 武田科学振興財団 今西 未来
研究助成（生体機能化学研究系 生体機能設計化学） 助教






























The 15th International Symposium 
on Organosilicon Chemistry (ISOS-15)
Best Poster Award
「Silanedichalcogenolato 
　Transition Metal Complexes: 












「第1回 Hope ミーティング」 に参加して






























 村田 理尚 助教（物質創製化学研究系 構造有機化学）
　「フラーレンの有機化学的な骨格変換反応の開発」
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「Silanedichalcogenolato 
　Transition Metal Complexes: 












「第1回 Hope ミーティング」 に参加して






























 村田 理尚 助教（物質創製化学研究系 構造有機化学）
　「フラーレンの有機化学的な骨格変換反応の開発」

































































































































































































































寄稿：竹腰 秀邦・井上  信
会員のひろば　左右田 健次・山本　茂・深澤 愛子　
掲示板
宇治黄檗 化研周辺散策
莵道雅郎子の墓
化研点描
千年のときを超えて、読み継がれる物語 源氏物語 
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裏表紙
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